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「新型コロナウイルス対策 
＆麒麟がくる」講座 開催 

回覧 

12
月
16
日
、
久

美
浜
庁
舎
で
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
＆
麒
麟
が
く
る
」

講
座
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 こ

れ
は
、
久
美
浜

地
域
公
民
館
が
、
成

人
教
育
事
業
の
一
環

と
し
て
行
っ
た
も
の

で
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
」
に

対
す
る
理
解
を
深

め
、「
正
し
く
」
恐
れ

る
こ
と
で
、
適
切
な

予
防
対
策
を
取
る
こ

と
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟

が
く
る
」
で
話
題
の

▲生活経済緊急支援室の吉田主幹 

明
智
光
秀
を
題
材
と

し
て
、
細
川
幽
斎
と

丹
後
と
の
繋
が
り
、

そ
し
て
、
玉
（
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
）
は
、
本
当
に

味
土
野
に
幽
閉
さ
れ

て
い
た
の
か
、
と
い

っ
た
歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

は
じ
め
に
、
京
丹

後
市
生
活
経
済
緊
急

支
援
室
の
吉
田
主
幹

が
、「
正
し
く
恐
れ
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
」
と
題
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
予
防
方
法

な
ど
に
つ
い
て
講
義

し
ま
し
た
。 

講
義
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
に
は
、
飛
沫
・
接

触
・
空
気
感
染
が
あ

り
、
人
に
う
つ
さ
な

い
た
め
に
は
「
マ
ス

ク
」
が
有
効
で
あ
る

こ
と
、
予
防
す
る
に

は
、「
身
体
的
距
離
の

確
保
」
や
「
手
洗
い
」、

「
換
気
」
が
有
効
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、

決
し
て
人
権
侵
害
に

な
る
よ
う
な
こ
と
を

し
な
い
こ
と
な
ど
を

説
明
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
気
に
な
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
生

活
経
済
緊
急
支
援
室

（
電
話
：
０
１
２
０

‐
０
９
９
‐
５
５

し
た
講
演
を
さ
れ
ま

し
た
。 

講
演
で
は
、
ま
ず

明
智
光
秀
と
細
川
幽

斎
の
生
い
立
ち
、
そ

し
て
、
丹
波
・
丹
後
の

▲戦国時代の丹後について講演する森島課長 

攻
略
戦
に
つ
い
て
詳

し
く
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
丹
波
・

丹
後
平
定
後
の
地
域

支
配
に
つ
い
て
、
城

づ
く
り
、
出
頭
（
支
配

下
に
入
る
こ
と
を
表

明
す
る
行
動
）、
指
出

（
検
地
の
際
に
提
出

す
る
目
録
）
と
所
領

安
堵
等
の
実
例
を
交

え
な
が
ら
説
明
。
さ

ら
に
、
長
岡
（
細
川
）

氏
と
一
色
氏
、
鳥
取

城
攻
め
に
つ
い
て
触

れ
、
特
に
、
秀
吉
に
よ

る
鳥
取
城
の
兵
糧
攻

め
の
陰
で
最
大
の
功

績
を
残
し
た
の
が
、

久
美
浜
を
拠
点
と
す

る
松
井
康
之
の
水
軍

だ
っ
た
こ
と
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
本
能
寺

の
変
と
玉
（
細
川
ガ

ラ
シ
ャ
）
に
つ
い
て
、

様
々
な
文
献
を
も
と

に
、
幽
閉
先
は
ど
こ

か
考
察
し
ま
し
た
。 

明
智
・
細
川
両
家

の
史
料
は
、
玉
（
細
川

ガ
ラ
シ
ャ
）
の
行
き

先
を
基
本
的
に
「
丹

波
三
戸
野
」
と
し
て

い
ま
す
が
、
丹
後
の

地
誌
類
で
は
「
上
戸

（
丹
後
味
土
野
）」
と

し
て
い
る
も
の
が
多

く
、
一
方
で
、「
波
」

と
「
後
」、「
三
」
と

「
上
」
は
、
く
ず
し
字

に
よ
く
似
た
も
の
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
筆

写
の
際
に
起
き
た
間

違
い
が
、
味
土
野
幽

閉
説
を
生
ん
だ
の
で

は
な
い
か
、
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者
の
中
に

は
、
大
河
ド
ラ
マ
を

見
て
い
る
方
も
多

く
、
講
演
を
興
味
深

く
聞
い
て
お
ら
れ
ま

し
た
。 

▲森島課長の講演に聞き入る参加者の皆さん 

久美浜庁舎での申告相談のご案内 

令和2年分の久美浜庁舎での申告相談日は、下記のとおりです。 

2月18日（木曜日）、2月26日（金曜日）及び3月11日（木曜日） 

※本年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、当日午前8時から入場整理券を配布します。 

※各日の受付時間等、詳しくは、1月8日発行の広報きょうたんごおしらせ版をご覧ください。 

２
）
へ
、
気
軽

に
問
い
合
わ

せ
て
ほ
し
い

と
紹
介
し
ま

し
た
。 

次
に
、
京
都

府
立
丹
後
郷

土
資
料
館
の

森
島
資
料
課

長
が
、「「
麒
麟

が
く
る
」
～
光

秀
と
幽
斎
と

丹
後
～
」
と
題
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聞こえていますか？ 防災行政無線 
年に一回、戸別受信機の電池の確認をお願いします。 

 
京
丹
後
市
で
は
、

平
成
19
年
か
ら
、
防

災
行
政
無
線
を
運
用

し
て
い
ま
す
。 

 

１
世
帯
に
１
台
、

戸
別
受
信
機
を
無
償

で
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
き
ち
ん
と
聞
こ

え
て
い
ま
す
か
。 

今
回
は
、
防
災
行

▲戸別受信機。右上の青いダイヤルで音量を調節することができます。 

電池交換する際は、赤丸部分を押しながら、ふたを左へスライドしてください。 

政
無
線
に
つ
い
て
、

特
集
し
ま
す
。 

 ①
放
送
内
容
に
つ
い

て 

防
災
行
政
無
線
で

は
、
緊
急
放
送
と
し

て
、
火
災
発
生
時
に

火
災
発
生
場
所
を
お

知
ら
せ
す
る
ほ
か
、

大
地
震
の
発
生
、
大

雨
等
の
気
象
警
報
が

発
表
さ
れ
た
際
な
ど

に
、
避
難
情
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。 

ま
た
、
機
器
の
動

作
確
認
を
兼
ね
て
、

時
報
と
し
て
毎
日
午

前
11
時
に
「
京
丹
後

市
の
歌
」
を
、
午
後
５

時
に
「
夕
焼
け
小
焼

け
」
を
流
し
て
い
ま

す
。 そ

の
ほ
か
、
京
丹

後
市
か
ら
の
お
知
ら

せ
等
も
、
放
送
し
て

い
ま
す
。 

 

②
便
利
な
使
い
方 

 

外
出
な
ど
で
家
を

留
守
に
す
る
際
、
放

送
内
容
を
留
守
録
音

し
て
お
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

設
定
方
法
：
「
録

音
」
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。
録
音

ラ
ン
プ
が
点
灯
す
れ

ば
、
留
守
録
音
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

再
度
「
録
音
」
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
解
除
さ

れ
ま
す
。 

 

再
生
方
法
：
「
再

生
」
ボ
タ
ン
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

消
去
方
法
：
側
面

に
あ
る
黒
い
電
源
ス

イ
ッ
チ
を
「
切
」
に

し
、
再
度
「
入
」
に
し

て
く
だ
さ
い
。 

 

③
電
源
に
つ
い
て 

 

戸
別
受
信
機
は
、

通
常
は
電
源
コ
ー
ド

か
ら
電
源
を
取
っ
て

い
ま
す
。 

停
電
時
や
緊
急
時

の
持
ち
出
し
の
際
に

も
聞
こ
え
る
よ
う

に
、
本
体
に
も
単
２

乾
電
池
が
４
本
入
っ

て
い
ま
す
。 

乾
電
池
の
液
漏
れ

で
本
体
が
故
障
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
年
に
一
回
は
、

乾
電
池
の
確
認
を
お

願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
乾
電
池
ラ

ン
プ
が
点
滅
し
て
い

る
な
ど
、
電
池
が
消

耗
し
て
い
る
場
合
に

は
、
お
手
数
で
す
が
、

各
世
帯
で
交
換
を
お

願
い
し
ま
す
。 

よ
く
あ
る
ご
質
問 

Ｑ
１
：
新
た
に
戸
別
受
信
機
を
設
置
し

た
い
、
又
は
、
取
り
外
し
て
ほ
し
い
。 

Ａ
１
：
認
印
を
ご
持
参
の
上
、
市
民
局
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
申
請
書
を
ご
提
出

い
た
だ
い
た
後
、
指
定
業
者
が
設
置
又

は
撤
去
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

Ｑ
２
：
設
置
は
無
料
で
す
か
。 

Ａ
２
：
世
帯
（住
民
基
本
台
帳
に
よ
る
）

に
１
台
は
、
工
事
や
ア
ン
テ
ナ
等
の
設

置
も
含
め
て
無
料
で
す
。
世
帯
で
２
台

目
以
降
は
１
台
１
万
円
、
事
業
所
の
場

合
は
１
台
目
か
ら
有
料
で
、
１
台
２
万

円
で
戸
別
受
信
機
を
購
入
で
き
ま
す

（工
事
が
必
要
な
場
合
、
各
自
で
手
配

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）。 

Ｑ
３
：
今
ま
で
は
き
ち
ん
と
聞
こ
え
て
い

た
の
に
、
急
に
雑
音
が
入
り
、
放
送
が

聞
こ
え
に
く
く
な
り
ま
し
た
。 

Ａ
３
：
電
波
状
況
が
不
安
定
な
地
域
で

は
、
雪
や
大
雨
、
周
り
の
建
物
等
の
状

況
に
よ
り
、
放
送
が
入
り
に
く
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
戸
別

受
信
機
の
ア
ン
テ
ナ
の
向
き
を
変
え
て

み
た
り
、
設
置
し
て
い
る
場
所
を
変
え

て
、
き
ち
ん
と
入
る
と
こ
ろ
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
も
入
ら
な
い
場

合
は
、
お
手
数
で
す
が
、
市
民
局
（電

話
：
６
９
‐
０
７
１
６
・
有
線
：
３
２

５
０
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
業
者
が

確
認
・調
整
に
お
伺
い
し
ま
す
。 

Ｑ
４
：
市
内
で
の
転
居
の
際
、
そ
の
ま
ま

使
え
ま
す
か
。 

Ａ
４
：
戸
別
受
信
機
の
再
設
定
が
必
要

に
な
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
ま

せ
ん
。
市
民
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 


